
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜開会のあいさつ＞ 

ダム反対という私たちの決意を全国に 
発信、川辺川ダム建設を中止に追い込む 
一歩になることを願って！ 
  

 

川辺川現地調査拡大実行委員会 

 

‘２０年７月４日の豪雨災害でお亡く 

なりになった方々被災された方々に、心 

よりのお悔やみとお見舞いを申し上げます。 

私も全壊認定を受けた被災者のひとりで 

す。あの日、真夜中から激しい雨と雷で眠 

れず、うとうととして目が覚めたら朝の７時過ぎ、空き地に

水が入ってきました。近くの平屋の４才の子とそのおかあさ

ん、私たち夫婦４人は２階に避難しました。20分ほどで 1階

は水没しました。水かさが増す速さにびっくりしたことを覚

えています。あの日、生死はまさに紙一重でした。 

私たち被災者が被災の直後、生活の再建に日々忙殺されて

いた時、突然蒲島知事は流水型ダム建設を発表しました。知

事は‘０８年に（清流は宝）「ダムなき治水を極限まで」約束

したはずです。流域の８割以上の人がその決断を支持しまし

た。それから’２０年の豪雨災害迄の１２年間、何をしたの

でしょうか。治水対策もせず、結果大きな被災となりました。 

流水型ダムは命ある環境を守るものではなく、11市町村は

流域市町村は衰亡すると思います。球磨川も川辺川も宝で

す。なぜダム建設が流域に住んでもいない人々によって決め

られるのか、生きることに苦労しているのにダムに 2700 億

円も税金を使うのはおかしい、などの声を聞きます。本来、

流域住民の民意に基づいてなされるべき治水対策が、ダムの

名のもとにどこか遠いところでどんどん進められているこ

とに怒りと焦りと不安を持っています。 

昨年行われた公聴会やパブリックコメントでは 7割以上の

ダム反対の民意が示されました。 

しかし、国交省や県はその声に耳を傾けることなく、ダム

建設を強行しようとしています。 

ダム建設の一番の問題は民意がおろそかにされているこ

とではないかと思います。国交省や県に「国民の膨大な税金

を使うダム建設を勝手に決めて進めるのはやめよう」「民意

を聞け」と要求しましょう。また、今年は各地の地方選挙の

年です。ダム反対の民意が反映された地方政治を求めていき

たいと思います。本日のこの会が、ダム反対という私たちの

決意を新たにし、その決意を全国に発信し、連帯し、川辺川

ダムを中止に追い込む、大きな一歩になることを願っていま

す。 

 

 

 

「みなさーん！奇跡を起こそうではありませんか」
と、特別発言として壇上で気炎上げる 

―今度の闘いは人吉だけの問題ではない！― 

ダム反対を掲げているのはこの私一人です。 

今度の闘いは人吉だけの問題ではない、球磨 

郡だけの、全国の問題でもない世界の問題で 

あります。そこをしっかり突破していかなく 

て私たちの魂はどこで叫びをあげていくので 

しょうか。団結して頑張っていかれることを 

心から期待しております。 

 ―ダムで命と環境は守れない！― 

蒲島郁夫知事は、球磨川の支流である川辺川に穴あき治水ダムを

造り、命と環境を守ると言ってますが、この二つが守れないことは、

日本をはじめ世界中のダムの歴史が証明しています。ダムは想定さ

れた雨量には有効ですが、想定外の雨量には対応できず、かえって

危険です。 

 気候変動でいつ、どこにどれくらいの雨が降るかも予測がつかな

い時代になりました。もし球磨川上流の市房ダムと川辺川穴あきダ

ム治水ダムが、同時に緊急放流されたら先の水害の倍は覚悟しなけ

ればなりません。ダム湖に水を貯めて河道に流す時代は、すでに破

綻しているのです。 

 ―この清流を未来へつなげていくことが私たちの責任‼― 

さらに穴あき治水ダムは、ダムの底部に穴が開いている構造で、

上流の堆積物を下流に絶えず流し川辺川や球磨川は濁った川にな

ってしまいます。濁った川に観光客は来ません。川下りやラフティ

ングはしてくれません。球磨焼酎は球磨川水系の伏流水を活用して

います。清流球磨川を失えば、その恩恵にあずかることができなく

なり、人吉は急速に寂れることでしょう。これらの理由で、川辺川

穴あきダムには反対です。 

 我々の先代はどんな水害があっても協力し、街を立て直してきま

した。清流球磨川を残してきたんです。この清流を我々で残して、

次世代へ未来へつなげていくことが、私たちの責任であります。（そ

うだ！・拍手‼） 

 しっかりと闘っていきますので、絶大なご支援を心から 

お願い申し上げます。（鳴りやまぬ拍手・拍手！） 
 

ダムによらない流域の治水と復興を求める十ヶ条 
 提案・満場の拍手で採択 ※ 全文裏面に。 

 

私
は
人
吉
市
内
で
鮎
問
屋
、
川
漁
師
と
し
て
４

代
目
の
跡
を
継
い
で
い
ま
す
。 

 

大
水
害
の
朝
６
時
、
私
は
息
子
に
起
こ
さ
れ
ま

し
た
。
川
に
行
っ
た
と
き
に
は
、
船
の
と
こ
ろ
ま

で
あ
と
２
ｍ
ぐ
ら
い
、
し
か
し
川
を
見
る
と
濁
流

が
物
凄
く 

    
 緊

急
放
流
と
い
う
が
、
こ
れ
以
上
ダ
ム
湖
の
水

位
を
あ
げ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
の
放
流
な
ん

だ
。
下
流
に
ど
う
い
う
被
害
が
出
て
い
よ
う
が
関

係
な
い
。
治
水
は
命
を
守
る
も
の
で
、
ダ
ム
を
守

る
も
の
で
は
な
い
。
市
長
を
変
え
ま
し
ょ
う
。 

で
な
け
れ
ば
、
人
吉
の
復
興
は
一
歩
も
前
に
進
み

ま
せ
ん
。
我
々
が
頑
張
れ
ば
変
え
ら
れ
る
。
頑
張

ろ
う
と
い
う
人
が
こ
こ
に
も
い
ま
す
の
で
絶
対

に
ぶ
れ
な
い
人
に
か
え
ま
し
ょ
う
。(

拍
手 

々) 
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林 通親さん 

田中信孝氏 
 

長
年
ダ
ム
建
設
反
対
の
声
を
上
げ 

闘
い
続
け
て
き
た
闘
士
と
も
い
え
る 

川
漁
師･

吉
村
勝
徳
さ
ん
が
吠
え
る 

 

が
も
の
す
ご
く
高
く
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。･

･
･

今
回
の
水
害
。
ラ
ジ
オ

や
な
ん
か
聞
い
て
み
る
と
、
時
系
列
が
合
わ
な
い
ん
で
す
よ
。
今
ま
で
の

水
害
だ
っ
た
ら
上
か
ら
被
害
が
出
て
い
く
の
が
普
通
で
す
が
、
暗
い
う
ち

に
芦
北
が
や
ら
れ
、
夜
明
け
前
に
坂
本
が
や
ら
れ
て
い
る
。
渡
が
夜
の
明

け
る
時
に
は
も
う
被
害
が
出
て
し
ま
っ
た
っ
て
い
う
話
で
し
ょ
う
。
ダ
ム

で
ど
う
や
っ
て
止
め
る
ん
で
す
か
。 

 

上
で
止
め
て
、
は
じ
め
て
ダ
ム
っ
て
い
う
の
は
効
力
を
発
揮
す
る
ん
で

す
。
下
か
ら
攻
め
ら
れ
た
ら
ど
う
し
よ
う
も
な
い
で
す
ね
。 

緊
急
放
流
と
い
う
が
、
こ
れ
以
上
ダ
ム
湖
の
水
位
を
あ
げ
な
い
よ
う
に

す
る
た
め
の
放
流
な
ん
だ
。
下
流
に
ど
う
い
う
被
害
が
出
て
い
よ
う
が
関

係
な
い
。
治
水
は
命
を
守
る
も
の
で
、
ダ
ム
を
守
る
も
の
で
は
な
い
。 

市
長
を
変
え
ま
し
ょ
う
。
で
な
け
れ
ば
、
人
吉
の
復
興
は
一
歩
も
前
に

進
み
ま
せ
ん
。
我
々
が
頑
張
れ
ば
変
え
ら
れ
る
。
頑
張
ろ
う
と
い
う
人
が

こ
こ
に
も
い
ま
す
の
で
絶
対
に
ぶ
れ
な
い
人
に
か
え
ま
し
ょ
う
。(

拍
手 

々) 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※
地
元
駒
井
田
町
で
被
災
。 

ダ
ム
な
し
復
旧
・
復
興 

求
め
る
会
の
先
頭
に
立
つ 

お
一
人 

文
化
ホ
ー
ル
や
宿
泊
施
設 

経
営
す
る
小
川 
茂
さ
ん 

山の荒廃の
原因と現状
を端的に語る 
「川辺川を守
る県民の会」 
代表 
中島康さん 

・ダムを造ると、二度と清流はかえってこない。川辺川ダムは要り
ません。ふるさと・郷土を守る戦いです。建設をやめさせましょう。 

・毎朝、球磨川を見ながら起き、球磨川と共に暮らしてきた。 

・４日、3 回のかさ上げ工事で、できたばかりの堤防から水が逆流。 

・肥薩線の第１橋梁が流され、裏山が崩れるのをみる。加えてダム

の緊急放流。もう駄目だと集落 23 名全員高台に。そんな了円住職

の話に涙が滲む･･･。 

・荒瀬と瀬戸石ダムに挟まれた私たちの地域は、７０年間もほんろうさ

れてきた。清流球磨川とは名乗れない川となってしまった。 

・瀬戸石ダムは土砂の堆積で球磨川の流れる断面積を 65.9％塞い

だ。3ｍ70ｃｍ水位が上がって神瀬地区は大きな被害を。6ｍから 9

ｍ上がったとの専門家も。※大切なこと盛り沢山。箇条書き風に 

 

八代坂本･光永了円 
 

１０

年
前
行
政
を
辞

し
た
。
だ
が
、
ダ
ム
問
題

の
復
活
で
、
茂
吉
さ
ん

の
後
を
受
け
継
ぎ
村
議

に
、
と
語
る 

相
良
村
議 

永
田
博
人
氏
。 

 

朝
５
時
半
過
ぎ
、
突
然
ホ
ー

ル
の
入
り
口
か
ら
ど
っ
と
浸

水
。
そ
の
勢
い
た
る
や
大
変
な

も
の
で
濁
流
は
、
あ
と
１
，
２
分

遅
れ
た
ら
背
丈
を
超
え
て
溺
れ

て
い
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
。 

な
ぜ
？
私
は
調
べ
ま
し
た
。

す
る
と
、
市
房
ダ
ム
の
予
備
放

流
に
。
球
磨
川
本
流
は
支
流
か

ら
の
流
入
で
危
険
水
位
に
、
そ

こ
に
３
日
か
ら
１１
時
間
に
１
９

０
万
ｔ
の
予
備
放
流
が･･･

。 

ダ
ム
は
命
を
脅
か
す
存
在

に
！ 

甚大な災害・被害を受けた
渡茶屋地区・千寿園の実態
を報告する渡小川俊治さ
ん 

 

被
害
の
原
因
は
国
の
大
規
模
な
伐
採
！
山
の
健
全
化
を
！ 

昭
和
４０
年
代
か
ら
、国
の
政
策
に
よ
っ
て
杉
や
ヒ
ノ
キ
を
バ

ン
バ
ン
植
え
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
、
貿
易
自
由
化
で
や
す
い

木
材
が
入
る
よ
う
に
な
り
、
山
が
ほ
っ
た
ら
か
し
に
。
山
の
木

の
新
芽
を
鹿
が
食
べ
、
さ
ら
に
下
草
ま
で
食
べ
、
下
草
が
な
く

な
る
と
山
の
土
は
乾
い
て
軽
く
な
り
、
雨
が
降
れ
ば
す
ぐ
に
す

べ
り
お
り
て
き
ま
す
。
今
回
被
害
を
大
き
く
し
た
流
木
は
何
十

万
本
の
流
木
。
原
因
は
国
の
大
規
模
伐
採
。
原
因
の
８
割
は
あ

る
と
思
わ
れ
ま
す
。
今
回
の
雨
は
そ
う
で
も
な
か
っ
た
と
、
五

家
荘
の
人
た
ち
は
言
っ
て
ま
す
。
吊
り
橋
も
流
さ
れ
て
な
か
っ

た
の
に
、
国
は
そ
こ
に
ダ
ム
を
つ
く
れ
ば
被
害
は
６
割
減
っ
て

い
た
と
言
い
ま
す
。
土
留
め
工
事
を
や
っ
て
い
た
と
こ
ろ
は
あ

ま
り
流
れ
て
い
な
い
。
山
の
健
全
化
・
川
の
健
全
化
を
！ 

ダ
ム
は
絶
対
に
人
の
命
を
救
う
も
の
で
は
な
い
。 

・流された第１橋梁の根っこに
私の家はありました。今回の洪
水で 木が何本も家に突き刺さ
り全壊でした。 

私は 1956 年にここで生まれ
ました。‘55 年に下流に荒瀬ダ
ム、’58 年には上流に瀬戸石ダ
ム、そして’59年に水上村に市房
ダムができました。私が育った
地域は、荒瀬と瀬戸石ダムに挟
まれたダム湖に･･･。以前は蛍

も･･･楽しい川でした。しかし、

年々ダムの環境が悪化。洪水被
害に慄く思いを語り、川辺川ダ
ムを造る？あり得ない。と厳し
くダム撤去・阻止を訴えました。 

 

※光永氏の対岸、子
どもの頃からの体験
を怒りにかえて語る 

隈部直一氏 
 

 

※
相
良
村
の
多
く
の
農
民
は
こ
の
川
辺
川
問
題
で
揺
れ
動
い
て
、
約

５
０
０
人
の
農
業
者
の
中
に
は
あ
き
ら
め
た
人
も
い
ま
す
。 

 

私
た
ち
は
ど
う
な
る
か
わ
か
ら
な
い
穴
あ
き
ダ
ム
に
つ
い
て
、
も
っ

と
も
っ
と
勉
強
し
て
、
村
が
ど
う
い
う
方
向
に
い
く
の
か
、
ま
だ
ま
だ

決
め
る
段
階
で
は
な
か
っ
た
。
も
っ
と
研
究
し
な
が
ら
や
っ
て
い
こ
う

と
、
村
会
議
員
と
村
長
と
話
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

 

 私は千寿園の災害支援ボラ

ンティアの責任者でしたので、
土砂災害が心配でした。明けて
4日の 1時半、大変雨が強いの
で、千寿園の横の谷川、ここが
土砂災害の危険地域指定なの
で見に行きました。谷川も大変
な増水でした。道沿いに水が川
のようになり、千寿園の裏玄関

の方に流れ込んでいたので夜
勤当直の方に「入居者さんを安
全な場所に避難させて」と伝え
球磨川へ。６時半千寿園へ行く

と大変な状況で１４名の方が
亡くなられました。 
 

※坂本町のお寺の住職しながら保育園と
特養運営をしている光永了円氏 


